
- 1 - 

神 環 環 自 第 3 9 号 

平成 29年４月 27日 

 

大阪湾広域臨海環境整備センター 

理事長 荒木 一聡 様 

 

神戸市長 久元 喜造 

「フェニックス３期神戸沖埋立処分場（仮称）設置事業 計画段階環境配慮書」 

についての意見書 

平成 29 年２月 28 日付文書により，環境影響評価法（平成９年６月法律第 81 号。

以下「法」という。）第３条の７第１項の規定に基づき意見を求められた「フェニッ

クス３期神戸沖埋立処分場（仮称）設置事業 計画段階環境配慮書」（以下「配慮書」

という。）について，神戸市環境影響評価等に関する条例（平成９年 10 月条例第 29

号）第 36 条第１項において準用する第８条の７第１項の規定に基づき，環境の保全

の見地から意見を述べる。 

事業者においては，下記の意見内容を踏まえて，本事業の実施による環境への影響

を可能な限り回避・低減するための措置を講じた上で，環境保全対策に万全を期され

たい。 

記 

１ 全般的事項 

  (1) 事業計画の検討 

   事業計画の決定にあたっては，瀬戸内海環境保全特別措置法や瀬戸内海の環境

の保全に関する兵庫県計画等の最新の法令・計画を踏まえるとともに，周辺環

境への総合的な影響についても考慮する必要がある。 

また，その検討経過が分かるよう，環境影響評価方法書（以下「方法書」とい

う。）に詳細に記載する必要がある。 
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  (2) 受入廃棄物 

   廃棄物の受入量や受入基準等，環境影響の予測・評価の前提となる廃棄物の情

報に関して，２期神戸沖埋立処分場での受入実績を踏まえ，その詳細を方法書以

降の図書に記載する必要がある。 

  (3) 環境影響評価の実施の方針 

   本事業の実施想定区域に隣接する２期神戸沖埋立処分場の環境影響評価手続

で得られた知見を活用し，２期及び３期神戸沖埋立処分場の複合的な影響を含め，

大気環境，水環境，動物・植物・生態系等について，より精度の高い調査・予測・

評価を実施する必要がある。 

  (4) 住民等への対応 

   本事業では廃棄物を取り扱うことから，住民等の関係者に対し，廃棄物の受入

基準や環境保全対策の内容等に関して，丁寧に説明する必要がある。 

  (5) 災害時の対策 

   台風・地震・津波等の災害により，護岸等の損傷や，それらに起因する周辺環

境への影響が生じないよう，災害時の対策についても万全を期する必要がある。 

 

２ 個別的事項 

  (1) 大気環境 

   工事の実施及び廃棄物最終処分場の供用に伴う，建設機械及び作業船の稼働や，

資材等の運搬に用いる車両及び船舶の運行により，大気環境への影響が生じる可

能性が考えられることから，必要な調査・予測・評価を実施する必要がある。 

  (2) 水環境 

   水環境に係る予測・評価にあたっては，２期神戸沖埋立処分場からの浸出液処

理水の排出による影響や当該海域における潮流の特性も考慮して実施する必要

がある。 

   また，事業特性上，浸出液処理水の排出による有害物質の影響が考えられるこ

とから，必要な調査・予測・評価を実施する必要がある。 

  (3) 動物・植物・生態系 

   事業実施想定区域の周辺では，すでに緩傾斜護岸等が整備され，その環境に適

応した動植物が生息・生育していることから，引き続き，周辺海域における動植
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物の生息・生育状況について必要な調査・予測・評価を実施する必要がある。 

   また，特定外来生物を含めた動植物のモニタリング体制の構築を検討する必要

がある。 
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